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ま ち の 話 題

７
月
10
日
　
今
年
で
二
十
回
を
数

え
る
伝
統
の
「
仁
淀
招
待
球
技
大

会
」
が
、
仁
淀
中
学
校
・
吾
川
中

学
校
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
仁
淀
地
区
青
少
年

健
全
育
成
会
議
の
主
催
で
行
わ

れ
、
開
会
式
で
は
若
藤
仁
会
長
が

選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）、
卓
球
（
男

女
）
の
競
技
が
行
わ
れ
、
開
催
校

の
仁
淀
中
学
校
を
含
め
十
七
校
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
県
大
会
出
場
を
逃
し
た
チ
ー
ム

に
と
っ
て
は
三
年
生
最
後
の
公
式

試
合
と
な
り
、
応
援
に
駆
け
つ
け

た
多
く
の
保
護
者
か
ら
も
熱
い
声

援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
競
技
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

７
月
１
日
　
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
犯
罪
を
犯
し
た
人

の
更
生
へ
の
理
解
を
啓
発
す
る
「
第
六
十
回
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
が
行
わ
れ
、
高
吾
保
護
区
保
護
司
会
員
ら

約
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
佐
川
町
、
越
知
町
、
仁
淀
川
町
を
パ
レ
ー
ド

し
、運
動
へ
の
理
解
と
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
六
十
回
目
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
た
今

年
は
、
運
動
の
趣
旨
を

よ
り
分
か
り
や
す
く
、

多
く
の
人
に
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
重
点
を

お
い
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
　
当
日
は
、
片
岡
和
政

高
吾
保
護
司
会
長
が

「
犯
罪
や
非
行
を
防
止

し
、
立
ち
直
り
を
支
え

る
地
域
の
力
が
必
要
で

す
。
安
全
で
安
心
な
地

域
社
会
を
築
く
た
め

に
、
運
動
の
社
会
的
意

義
の
ご
理
解
と
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
の

法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
大
石
弘
秋
町

長
へ
伝
達
し
ま
し
た
。

６月 30日　長者の五所神社境内で「夏越祭」が行われました。

　五所神社での「輪抜けさま」行事は、今年初めて行われま

した。

　当日の午前10時から、関心を持った地域の方ら数十人が五

所神社に集まり、大きな輪をくぐって参拝をしました。

　また、神社の関係者は「地域住民のけがれをはらい、無病

息災を願うのは素晴らしいこと。是非こういった行事を続

け、後世に伝えたい」と話されました。

ま ち の 話 題

長者五所神社で「輪抜けさま」
（長者の西森直隆さんからの投稿です）

７月２日　仁淀中学校で中央西福祉保健所の職員

２人（山本浩徳さん、澤田祐貴子さん）を講師に

迎え「薬物乱用防止教室」を行いました。

　当日は仁淀中学校２年生と教職員のほか、薬物

乱用防止推進員の片岡和政さん、大野孝美さん、

植田和生さん３人も参加しました。

　「薬物の種類や恐ろしさ」についての講義や、

先生方による「薬物の断り方」の実演、ＤＶＤで

ラットを使った動物実験で薬物のもたらす作用を

学習し、正しい知識を身につけました。

　終了後、生徒からは「今日の薬物乱用防止教室

を受けて、もし自分が将来薬物を使うように誘わ

れたときに、強い意志を持って断りたいと思いま

した」「今までも薬物に対する知識はありました

が、今日の講義で今まで知らなかったことを知る

ことができ、改めて薬物の恐ろしさを感じまし

た」と感想が出ました。

第
20
回 

仁
淀
招
待
球
技
大
会

無病息災を願い輪をくぐります

真剣に講義を受ける生徒ら

★皆さんの投稿お待ちしています

節
目
の
60
回 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
達
す
る
片
岡
高
吾
保
護
司
会
長

犯罪や非行

防止し更生支える

地域の力

仁淀中で薬物乱用防止教室仁淀中で薬物乱用防止教室

バレーボールの部

１位　土佐南中学校 

２位　吾川・池川中学校 

３位　仁淀中学校 

３位　黒岩・尾川中学校

ソフトボールの部 

１位　香北中学校 

２位　吾川・池川中学校 

３位　嶺北中学校 

３位　大正中学校 

バレー優勝の土佐南中チーム ソフト優勝の香北中チーム

卓球男子団体の部 

１位　三里中学校 

２位　朝ヶ丘中学校 

３位　浦ノ内中学校

卓球女子団体の部

１位　香長中学校 

２位　三里中学校 

３位　葉山中学校

　豊作を願い、害虫を追い払う伝統行事「虫送り」

が今年も行われました。

　虫送りは日本の伝統行事の１つで、農作物の害

虫を駆除し、その年の豊作を祈願する目的で初夏

に行われます。

７月４日　まだ梅雨が明けぬ曇天のこの日、上川渡・戸立

合同の虫送りが行われました。

　昨年まで７月１日に行っていましたが、「少しでも孫や

子、若い人が参加できるように」と、今年から日曜日に行

うことにしました。

　両集落から集まった人たちが上川渡の大師堂を出発し、

下川渡との集落境までの約１㌔を太鼓とかねをたたいては

やし、のぼりを手に練り歩きました。

　当日、出発前には宴会も行われ、和気あいあいとした雰

囲気で、団結力を深めていました。

豊作の願いこめて  里山の虫送り
集
落
境
ま
で
送
っ
て
行
き
ま
す

最
年
少
参
加
者
も
頑
張
っ
て
ま
す
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岩　丸

集落見聞録
（第46回）

い わ 　 　 　 　 　 　 ま る

土
居
川
に
沿
っ
て
住
宅
が
並
ぶ
静
か
な
集
落

　
集
落
に
詳
し
い
山
本
榮
太
郎

さ
ん
と
、
区
長
の
今
村
隆
幸
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
住
宅
が
立
ち
並
ん
で

い
る
岩
丸
で
す
が
、
昭
和
二
十

年
ご
ろ
は
集
落
の
大
半
を
畑
が

占
め
て
い
ま
し
た
。

　
ど
こ
の
家
も
農
業
を
営
ん
で

お
り
、
野
菜
や
麦
、
キ
ビ
な
ど
を

作
っ
た
り
、
養
蚕
で
生
計
を
立

て
て
い
ま
し
た
。

　
良
い
繭
は
そ
の
ま
ま
出
荷

し
、
二
級
品
は
家
の
機
織
り
機

で
織
り
上
げ
、
付
加
価
値
を
高

め
て
収
入
を
得
て
い
た
そ
う
で

す
。絹
糸
で
魚
を
捕
る
網
を
作

り
、
よ
く
川
に
行
っ
た
と
も
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
麦
踏
み

作
業
、
桑
を
切
っ
て
運
ぶ
な
ど
、

家
の
様
々
な
仕
事
を
手
伝
い
、

そ
れ
が
ど
こ
の
家
庭
で
も
当
た

り
前
の
時
代
で
し
た
。

　
お
二
人
は
「
昔
は
こ
ん
な
も

ん
や
と
思
う
て
や
り
よ
っ
た
。

今
じ
ゃ
と
て
も
」「
雨
の
日
に
桑

を
運
ぶ
の
や
、
雨
で
倒
れ
た
キ

ビ
を
な
お
し
に
行
く
の
が
嫌
や

っ
た
ね
」と
昔
を
思
い
出
し
て
談

笑
し
て
い
ま
し
た
。

　
終
戦
後
の
植
林
ブ
ー
ム
で
、

岩
丸
で
も
畑
を
植
林
に
替
え
た

家
が
少
な
く
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。当
時
は
伐
採
し
た
木
を
担

い
で
車
道
ま
で
運
び
、苦
労
し
て

出
荷
し
て
い
ま
し
た
が
、次
第
に

需
要
も
少
な
く
な
り
値
が
落
ち

た
こ
と
か
ら
「
山
で
収
入
を
得
る

の
は
難
し
い
」
と
、
人
々
は
林
業

か
ら
離
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
町
（
土
居
）
と
は
木
の
つ
り
橋

で
行
き
来
し
て
い
ま
し
た
が
、昭

和
四
十
六
年
に
岩
丸
橋
が
で
き

て
か
ら
は
車
道
も
整
備
さ
れ
、

交
通
の
便
が
格
段
に
良
く
な
り

ま
し
た
。そ
の
こ
ろ
か
ら
よ
そ

の
集
落
か
ら
移
り
住
む
人
も
増

え
、
農
村
地
帯
か
ら
住
宅
地
へ

と
変
貌
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
区
長
の
今
村
さ
ん
は
「
町
に

近
い
が
静
か
な
所
で
す
。自
分

の
畑
で
野
菜
を
作
っ
て
い
る
家

が
多
い
の
で
、
元
気
な
お
年
寄

り
が
多
い
。世
帯
間
の
つ
な
が

り
を
深
め
て
協
力
し
合
い
、
よ

り
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
集
落
に

な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

岩丸集落
山本さん(左)と区長の今村さん

　岩丸集落は池川総合支所から車で

約３分、６月末現在 144 世帯 229 人

の集落で、本村、下有実、上有実の３地

区に分かれます。池川の中心部に近い

ことから、岩丸以外の集落出身の方が

家をかまえることも多く、また特別養

護老人ホームなどがあることも世帯数

が多い要因の１つです。

磐
麻
呂
神
社

　
集
落（
本
村
・
上
有
実
）

の
氏
神
。夏
と
秋
に
神
祭
が

行
わ
れ
ま
す
。

い
わ   

ま     

ろ

ザック・スターン先生より

　仁淀川町の皆さん、２年目のＡＬＴザックです。

今月アメリカに帰ることになりました。この２年

間が早く過ぎたような感じもしますが、振り返っ

てみるとたくさんの方々に出会って多くを経験し

てきたと気付きます。

　皆の名前を一人一人書くのに時間が足りません

が、数えきれないほど多くの皆さんに感謝を申し

上げたいと思います。あまりホームシックを感じ

ていなくて、この仁淀川町を大好きになったのは

皆のおかげです。子どもたちが積極的に授業に参

加してくれたからこそ英語を教えるのが楽しかっ

たです。

　町内の店の皆さんに大変お世話になりました。

町民の皆さん、自分の家庭に誘ってくれたり、いつ

も優しく声をかけたり、美味しいものを食べさせ

たりしてくれて本当にありがとうございました。

　仁淀川町で２年間生活をさせてくれて、皆と触

れ合えるチャンスが与えられたことが宿命的だっ

たかもわかりませんが、僕により相応しいところ

が日本にはあるとはとても思いません。町内の行

事やお祭りに参加させていただいたことを通じ

て、仁淀川町の素晴らしいところをたくさん知り

ました。

　自分の自転車で仁淀川町の至るところまで走っ

たことを通して仁淀川町の素敵な自然を実感しま

した。仁淀川町の中でも、地域の独特さを経験する

ことが面白くて、本当にそれぞれの地域にはユニ

ークなことはいっぱいあると思いました。

　仁淀川町が大変な状態にあると言われますが、

町のために一生懸命働いている人々がたくさんい

ますので、僕が帰ってきたらより元気な仁淀川町

を見られると信じています。

　アメリカに帰って、日本語を生かせる仕事に就

きましたので、皆が教えてくれた土佐弁を忘れな

いように頑張って行きたいと思います。

　できれば来年の秋葉まつりに参加させていただ

けるように仁淀川町に帰りたいと考えています。

　皆さんから、自分の人生には大きな良い影響を

受けました。それで改めて感謝の気持ちを申し上

げたいと思います。ありがとうございました。また

どこかで、いつか会おうね。

モニカ・ロイド先生より

　とうとうみなさんとお別れする時が来てしまい

ました。

　この町の素敵な生徒たちとたくさんの思い出を

作ることができ、この４年間は本当に素晴らしい

日々でした。

　私は、私の故郷の文化と英語を生徒たちと分か

ち合うために、ここに来ました。でも、私の方がみ

なさんとの交流の中で多くのことを学ばせてもら

いました。私は決して、あなたたちの笑顔を忘れま

せん。

　この町は、私にとても居心地のよい環境と、写真

という新しい趣味を与えてくれました。みなさん

の温かいご支援のお陰で、ＡＬＴとしての仕事と

日本での生活がとても充実したものになりまし

た。

　いつも親切にしていただき、本当に感謝の気持

ちでいっぱいです。私が仁淀川町で過ごしたこと

を生涯忘れることはないでしょう。４年間、お世話

になりました。

　ほんとうにありがとう。

７
月
14
日
　
大
崎
小
学
校「
お
別
れ
会
」に
て

７
月
６
日
　
仁
淀
中
学
校
２
年
生
の
英
語
授
業

ALTお別れのあいさつALTお別れのあいさつ
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心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
集
落
に

な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

岩丸集落
山本さん(左)と区長の今村さん

　岩丸集落は池川総合支所から車で

約３分、６月末現在 144 世帯 229 人

の集落で、本村、下有実、上有実の３地

区に分かれます。池川の中心部に近い

ことから、岩丸以外の集落出身の方が

家をかまえることも多く、また特別養

護老人ホームなどがあることも世帯数

が多い要因の１つです。

磐
麻
呂
神
社

　
集
落（
本
村
・
上
有
実
）

の
氏
神
。夏
と
秋
に
神
祭
が

行
わ
れ
ま
す
。

い
わ   

ま     

ろ

ザック・スターン先生より

　仁淀川町の皆さん、２年目のＡＬＴザックです。

今月アメリカに帰ることになりました。この２年

間が早く過ぎたような感じもしますが、振り返っ

てみるとたくさんの方々に出会って多くを経験し

てきたと気付きます。

　皆の名前を一人一人書くのに時間が足りません

が、数えきれないほど多くの皆さんに感謝を申し

上げたいと思います。あまりホームシックを感じ

ていなくて、この仁淀川町を大好きになったのは

皆のおかげです。子どもたちが積極的に授業に参

加してくれたからこそ英語を教えるのが楽しかっ

たです。

　町内の店の皆さんに大変お世話になりました。

町民の皆さん、自分の家庭に誘ってくれたり、いつ

も優しく声をかけたり、美味しいものを食べさせ

たりしてくれて本当にありがとうございました。

　仁淀川町で２年間生活をさせてくれて、皆と触

れ合えるチャンスが与えられたことが宿命的だっ

たかもわかりませんが、僕により相応しいところ

が日本にはあるとはとても思いません。町内の行

事やお祭りに参加させていただいたことを通じ

て、仁淀川町の素晴らしいところをたくさん知り

ました。

　自分の自転車で仁淀川町の至るところまで走っ

たことを通して仁淀川町の素敵な自然を実感しま

した。仁淀川町の中でも、地域の独特さを経験する

ことが面白くて、本当にそれぞれの地域にはユニ

ークなことはいっぱいあると思いました。

　仁淀川町が大変な状態にあると言われますが、

町のために一生懸命働いている人々がたくさんい

ますので、僕が帰ってきたらより元気な仁淀川町

を見られると信じています。

　アメリカに帰って、日本語を生かせる仕事に就

きましたので、皆が教えてくれた土佐弁を忘れな

いように頑張って行きたいと思います。

　できれば来年の秋葉まつりに参加させていただ

けるように仁淀川町に帰りたいと考えています。

　皆さんから、自分の人生には大きな良い影響を

受けました。それで改めて感謝の気持ちを申し上

げたいと思います。ありがとうございました。また

どこかで、いつか会おうね。

モニカ・ロイド先生より

　とうとうみなさんとお別れする時が来てしまい

ました。

　この町の素敵な生徒たちとたくさんの思い出を

作ることができ、この４年間は本当に素晴らしい

日々でした。

　私は、私の故郷の文化と英語を生徒たちと分か

ち合うために、ここに来ました。でも、私の方がみ

なさんとの交流の中で多くのことを学ばせてもら

いました。私は決して、あなたたちの笑顔を忘れま

せん。

　この町は、私にとても居心地のよい環境と、写真

という新しい趣味を与えてくれました。みなさん

の温かいご支援のお陰で、ＡＬＴとしての仕事と

日本での生活がとても充実したものになりまし

た。

　いつも親切にしていただき、本当に感謝の気持

ちでいっぱいです。私が仁淀川町で過ごしたこと

を生涯忘れることはないでしょう。４年間、お世話

になりました。

　ほんとうにありがとう。

７
月
14
日
　
大
崎
小
学
校「
お
別
れ
会
」に
て

７
月
６
日
　
仁
淀
中
学
校
２
年
生
の
英
語
授
業

ALTお別れのあいさつALTお別れのあいさつ




